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要約＝保母等の児童福祉施設職奥の専門性は施設内保育にあるが、最近、彼らは育児相談の翅門性を求められて

いる。本研究では、育児相談のためのセミナーの効果の分析を行い、育児相談の研修の在り方峯検討した。セミ

ナーの研修効果を検討するために・われわれが主催したセミナー参加者40名に対して質問紙調査を実施した。

その結果、われわれが伝えようとした育児相談の基本姿勢が参加者の多くによって突感されたことが確認された。

また、今後のセミナーの展望として、中堅以上の職員を対象とする相談の専門性の開発においても・体験的学習

を通して参加者相互が贅発し合うことの里要性が指摘された。

見出し語：　育児相談、研修効果、保母、児童福祉施設職員

Analysis　of　the　Effecしs　of　Chlld　Care　CounseLing　Seminar

腫asao　KIKK貞WA，　Kiyoe　￥義瞳A腫OTO，

Yuko　　CHIGム，　　　Tets腿o　ISHII

　Though　the　specialty　of　τ田rsery　　teachers　　　and　　　other　　personnel　　of　　ch三1d　　圃elfare　　faciIities

is　nursing　工n　t㎞eir　fac更11t工es，　recent又y，　they　are　requi『ed　the　speclalty　of　chエユd　care　　counselingr

The　purpose　of　th工s　study　騨as　　to　　analyze　　the　effects　of　　tbe　　chi10　　care　　co“nseling　se皿inar　and

consider　　what　tbe　st覗dy　　and　trainig　shoロ1d　be．　　To　　1nq腫ire　　into　the　　effect　of　　the　　se皿inar，　　a

survey　　was　conducted　on　40　participants　栂ho　圃ere　enrolled　ln　the　se皿i蹄ar　周hlch　栂as　Promoted　by　us．

As　the　res口1t　of　the　survey，it　周as　confir皿ed　that　a1囮ost　particlpants　　”e『e　satlsfled　珊ith　　both　the

aims　　of　　seminar　　which　　田e　inte塵ded　　a丘d　the　contents　of　the　se皿inar　　騨hich　”e　田ade　a　progra皿。　The

results　lndicate　that　lt　is　important　　for　the　sen二〇r　personneユ　　to　develop　　the　specialty　of　　chlld

care　counseling　　by　回eans　of　lear聰ing　by　experience．

Key　”ords：　Child　Care　Counsellng，　Effects　of　Study　and　Trainlng，　Hursery　Teacher，　Personnel　of

　　　　　C恥iId　秘elfare　Facllit工es
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1　目的 皿　結果

　子どもの健全育成を図る上で、家庭の養育機能を高める

ことはきわめて重要な岡題である。しかしながら、近年、

核家族化、少子化、近隣関係の希薄化響を背景として家庭

のもっ養育機能が脆弱化し、それが子どもの健全な発達に

影聾を及ぼしている。その結果として、硝緒障纏をはじめ

としてさまざまな問題が生じている。こうした社会的背景

のもとに家族全体を対象とする地域と密薪した柑談活動の

必要が高まり、保育所や各種の児童福祉施設でも育児柑談

活動が行われるようになった。その結果、保育所等の児童

福祉施設は、子どもを対象とする施設内保育という比較的

閉ざされたシステムから、その親、家嵌、地域社会の人々

に開かれたシステムとして機能することが求められるよう

になった。すなわち、施設の職員にも従来の保育の専門性

に加え、新たに相談に関する専門性が求められることにな

ったのである。しかしながら、育児相談業務が開始されて

から年月が浅いため、保育者が相談に関する専門性を十分

に獲得しているとは言いがたい。そのため、相談に関する

導門性の獲得への援助として有効な研修の必要性が高まっ

てきた。

　「乳幼児健全育成相談耶業」として国が昭和59年度に

予算化して以来、全国保育協議会等によって乳幼児育児相

談担当者のための研修が突施されるようになった。社会禰

祉法人恩賜財団母子愛育会においても、愛育相談所を中心

に、保育所の保母等の児童福祉施設職員を対象とする柑談

員研修を昭和62年度から毎年実施してきた。研修は「育

児相談シニアセミナー」と称して2日間の日程で実施され

その内容は「講義・講演」、「分科会」、「シンポジウム』

の3形式によって進められた。

　本研究では、保育専門の職員による相談を中心とする児

童家庭福祉業務の導門性の開発（キャリア・ディペロッブ

メント）を目的とする研修の効果に関する資料の収集と分

析を行い、育児相談の研修の在り方にっいて改めて検討す

ることを目的とした。

H　方法

　r育児相談シニアセミナーに関する質間項目」ならびに

「研修に関する所属施設の契態と意見に関する質閻項目」

からなる賀問紙による調査を、愛育会主催のセミナー終了

後、集合調査法によって災施した。調査対象はセミナー参

』川者40名o調査期r酎‘ま平成2年12月1日。

1　謂査対象について

　セミナー参加者40名のうち、有効回答者は36名であ

った。回答者の所属は保育所が77．8％を占め最も多かった。

職種は保母（50．0％）、保育所長（27．8％）が多くを占め

その他は児童福祉施設児蛍指導員、市や区の児壷相談員、

育児相談員等であった。年齢は40代（44．4％）と50代

（22，2％）が多く、20代（16．7％）、30代（11．1％）がそ

れにっいでいたg保育等の経験年数は10年以下が25％、

11年から20年までが33．3％、21年以上が39％である

ことから、参加者は中堅以上の職員であると言える。また

相談経験のある人は66．6％であるが、しかし、経験年数は

1年未満が58．3％、　1年から2年が25．0％、3年以＿ヒが16

．7％と短期である。所属施設で育児相談事業を実施してい

るのは55．6％、現在計画中が11．1％、実施していないが25

．0％みられたo

2　育児相談シニアセミナーに関する回答結果

　まずセミナーヘの主たる参加理由について質間したとこ

ろ、「育児相談の経験はあるが、相談の質の一層の向上の

ため」と「保育機籠の地域社会への活用を図り、地域に根

ざした子育てセンター的役割を担うため」がそれぞれ25．0

％を占め、　「育児相談雛業開始間もないためかあるいは育

児相談那業を準備しているため」（13．9％）と「保育現場

において若い母親からの育児に関する相談に応じるため』

（5．6％）は比較的少なかった。その他の回答として「職

場から派遣されたため』　（22．2％）や「自分自身を見っめ

直すため」（8．3％）がみられた。

　次にセミナーの効果にっいて質問したが、「研修内容の

理解』について、「だいたい理解でぎた」という回答が77

．8％、「あまり理解できなかった」が19．4％であったo次

に・「自分の感情や気持ちの動きへの気づき』ができた人

が91．7％、「母親などの来談者に対する理解を深めるため

の相談者自身の感性の大切さ』について実感できた人が94

，4％、「来談者との人醐関係づくりが問題解決の基本であ

ること」を実感した人が94．4％、「母親の悩みや苦労に傾

聴し共感的に係わる相談の進め方の体験的学習Jができた

人が72．2％という回答結果を得た。また、「今回のセミナ

ーでの研修経験が今後の育児相談業務に活かせるか』の質

澗に対して、「ほぼ活かせる」という回答が86．1％、「今

回のセミナーでの研修経験が今後の保育業務に活かせるか」

の質問に対して、rほぼ活かせる』という回答が91．7％み
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られた。

　そして、「今回のセミナーの良かった点』を自由記述に

よって回答を求めたところ、①相談ケースに学ぶことがで

きたと同時に「自分もやらねぱ」と刺激を受けた（具体的

回答例として「全国各地で、同じ立場で地域の間題に取り

組んでいて、悩みながらもそれぞれ頑張っていることに刺

激された」、「各地の意識の高い保育者との交流ができた』

等）、②体験学習を通してクライエントの立場がわかり相

談のもっ深い意味を考えさせられた、③自分が見えてきた

（「自分の枠・保母の枠にとらわれていた自分に気づき、

自分を振り返り、自分を見っめ臨す機会になった』等）、

④分科会の形式、内容、雰囲気がよかった（「小グルーブ

で暖かな雰囲気だった」、「身構えずにのびのびとした冤

持ちで参加でき海』等）の回答を多く得た。また、「今回

のセミナーの改善点」として、①分科会の助言者の意見が

理想的すぎる、②助言者の意見によってグループの気持ち

一が無意識にそちらの方向に動いてしまう、③講演の内容に

カウンセリングの方法を具休的に入れて欲しい、④シンポ

ジウムの内容が難しいし討論の深まりもない、⑤職場の多

くの仲間にセミナーの内容を聞かせたいがテープの収録が

できない等が寄せられたo

　「今後のセミナーの希望テーマ』にっいて質問したとこ

ろ、カウンセリングの知識（回答者の55．6％）、カウンセ

リング・マインド（同47．2％》、カウンセリングの技法（同

鱈．4％）に対する希望がやはり多かった。次いで、母子関

係（同38．9％》、子どもの問題行動（同38．9％）であり、家族

関係は25．0％、子どもの発育・発達が19．4％と比較的少な

かった。

ぎない。また、「外部の専門家による困難な那例に関する

助需や指導（スーパーバイザーによるスーパービジョン）』

を実施している施設は約4割（同41，7％）であり、「閃連

学会への参加」となると3割（30．5％）に過ぎない。なお、

「専門的な研修能力を持つ機関への職員の長期研修派遣

（1ケ月を越える）」を行った施設は全くなかった。

　「施設は職員が専門性の開発の機会を持っことを積極的

に奨励しているか」と質問したところ、「積極的に奨励し

ている」施設が63．9％であって、「必ずしもそうとはいえ

ない』　（27．8％）を大きく上回っている。しかしながら・

「職員が専門性の開発をするための時間の確保』にっいて

は、「業務上で調整可能』な施設が44，4％ある一方、「業　・

務上かなりの園難が伴う』施設と「菜務上無理が伴う」施

設がそれぞれ25％あるのが実惰である。それに対して「職

員のW門性の開発に関する特定の予算の確保」については

「確保されており、費用の補助がある』施設と「特に確保

されていないが、費用の補助がある』施設が共に38．9％を

占め、「特に確保されてはおらず、費用は個人負担である』

施設はわずかに8．3％であって、専門性の開発に対する財

政的援助は時間の確保に比べてその条件は良いと雷えよう。

　最後に「施設職員が専門性の闘発を目的とする外部の研

修に参加することの意義と必要性にっいてどのように考え

るか」の質問に対する回答として、　「すべての職員がそう

した機会を持っべきである』が83．3％と圧倒的に多く、

「導門性の開発は職員個人に任せるべきである」（8，3％）

と「経験の少ない職員や改善すべき問題を持っ職員がそう

した機会を持っべきである」（5．6％）という意見は少数で

あった。

3　研修に随する所属施設の実態と意見

　「平成1年度および平成2年度において、施設職員の専

門性の開発を目的とする機会をどの程度持ったか」の質問

に対して、「内部の研究会あるいは勉強会」（「しばしば

もった」と「ときどきもった」の回答の合計で全体の80，5

％）と「困難な事例をめぐっての職員間での話し合い』

（同80．5％）にっいては多くの施設が実践しており、「経

験豊富な職員による若い職員の指導」（同61．1％）と共に

施設内での聯門性の開発のための…般的な機会となってい

る。「外部の研修会への参加』（同69．5％）や「外部の研

究会への参加」（同50．0％）も半数を越える施設で行われ

ているo　「同種の施設間の交流』も過半数（同55．6％）を

越えているが、それに対して、「専門性を異にする施設と

の交流』を実施している施設は三分の一（同33、4％）にす

IV考察

　セミナー主催のねらいと参加者の受け止め方を比較検討

した上で、育児相談の効果的な研修の在り方について以下

考察して行く。

　まず第一に、われわれは、保母等の児童福祉施設職員の

埠門性の開発（キヤリア・ディペロップメント）を推進す

るためには、基本的な枠組みとして、育児相談実施上の留

意恥項を相談担当機関や相談担当者がよく認識しておかね

ばならないと考えている。柏女nは子ども家庭相談耶業に

必要な留意那項として、①社会的背鼠、②子ども家庭相談

の構造及び背景、③相談の種類と対応の基本、④相談者の

基本的姿勢、⑤相談実施上の留意点、⑥相談の物理的条件、

⑦記録等のあり方、⑧ネットワーク形成．ヒの留意点、⑨ス
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一パービジョン、ケース・カンファレンスの方法、⑩効果

測定をあげている。これらの留意串項はそのまま育児相談

研修実施上の留意Ψ項とみなすことができる。、し述のよう

な留意耶項に即して研修を企画・立案し実施してきたが、

とくに②育児相談の櫛造及び背景、③相談の種類と対応の

基本、④相談者の基本姿勢にっいて参加者に学んでもらう

ことをねらいとしてきた・そして、過去3回のセミナーに

おいて、それらのねらいを講演、シンボジウムおよび那例

研究や体験学習を行う分科会活動を通して達成しようとし

てきた。 林（1987）による保育所育児相談アンケート

結果2，によっても明らかであるが、保母は自らの相談の専

門性を「育児に関する具体的な知識と方法の助言や指導』

にあると考えている。確かにこうした相談が実際に多いと

思われるoしかし、それが即答的対応や指示的姿勢でなさ

れると、育児にっいての悩みを持っ母親に対する奥の相談

になりえないのではないか。また、そうした相談姿勢は、

家族関係の調整、母親の子ども理解の促進や母親自身の生

き方の洞察等に関する相談にとってはかえって妨げになる

場合も多い。そこでわれわれは、①来談者の尊璽、②来談

者に対する受容と共感、③来談者の主観的世界にっきあう

こと、④来談者と相談者の相互信頼、⑤来談者の自己決定

自立への援助、⑥相談者自身の自己覚知等の相談の基本原

理や相談者としての基本姿勢をとくに強調してきた。

　以上のような研修姿勢で過去3回のセミナーを実施して

きた。セミナーの各年度のテーマは次のようであった。第

1回「相談者のカウンセリング・マインドJ、第2回「育

児柑談におけるスーパービジョンとは」、第3回「育児相

談におけるコーディネーション」、第4回「人間理解のた

めの感性とは』。なお、第1回の研修内容については愛育

5月号助に詳しい。

　ここで、今回の調査対象となった第4回のセミナーに関

する調査結果及び過去3回のセミナーの実施経験と参加者

（第1回62名、第2回76名、第3回84名、第4回4
0名）の感想に基づき、育児桶談セミナーの効果の分析と

今後の在り方にっいてまとめると以下のようである。

1）講演によって育児相談の構造及び背景についての理解

　が進み、保育所等が地域の子育てセンター的役割を果た

　さねばならないことの意味が参加者に納御された0

2）セミナーの効果に関する結果から、セミナー主催者側

　が強調レた①来談者の尊璽、②来談者に対する受容と共

　感、③来談者の主観的撹界にっきあうこと、④来談者と

　相談者の相互信頼の大切さといった相談の基本姿勢が、

　参加者にほぼ実感されたと言える。

3）セミナーの良かった煎として、自分に気づき、目分自

　身を見っめ直す機会になったことを多くの参加者があげ

　ており、この結果はセミナーの意図した⑥相談者自身の

　自己覚知の促進の効果があったことを示すものである。

4）前述のセミナーの効果がセミナー担当者と参加者とい

　う縦の関係からだけではなく、参加者同志のかかわりの

　中から互いに触発し合って獲得されていることが「自分

　もやらねば」、「全国各地でも悩みながらも頑張ってい

　る』などの参加者の自由記述からもうかがえる。発表那

例をめぐる自由討論や体験学習等で参加脅同志のかかわ

　りを増やすことによって、一層のセミナーの効果が期待

　できるであろう。

5〉参加者の希望する研修内容は過去4回一興している。

すなわち、親へのかかわり方の基本となるカウンセリン

　グに関する知識や技法昂るいはカウンセリング・マイン

　ドが希望として圧倒的に多い。次いで子どもの間題行動

や障窪児に関する理解と対応の仕方にっいての希望が多

　い。そのため、育児セミナーを主催する側としては今後

　もそれらの研修二一ズに応え続ける必要がある。

6）参加者は施設職員の専門性の開発を目的とする研修機

会の必要性を感じている。実態として、施設内部では研

究会や勉強会によって職貝相互の研鑓が行われ、財政的

　な援助もある程度期待できる。にもかかわらず、施設外

部の専門家に学ぶ機会や関連学界への参加は比較的少な

　い。その原因の1つは業務上の時間調整のむずかしさに

あることが結果からわかる。大多数の職員が研修の必要

性を認識しており、セミナーを主催する側としてはその

点を考慮し、全国の職員が身近に研修の機会を持てるよ

　う地方での阿催や講師の派遣などを考える必要もあろう。
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